




写真３１３SKO10遺物出土状況（西より）
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写真４１３SKO10遺物出土状況詳細（北より）
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写真５１３SKO25土届観察時（北より） 写真６１３SKO40遺物出土状況（東より）

罰Ⅷ
喝桑

一

iＮ

ｉＩＩＩ －ご＝zl

ｐ
Ｅ
ｌ

■
笹

Ｉ
Ｉ

一一熱濡固==』、L一"漁…行宇-享諏芦
争'EMW記#露

ー



大友氏館跡第１４．１５次調査

調査地点は、推定大友氏館跡の北東部に位置する。第１３次調査の西側にあたり、第１４次調査地は平成13年度に

確認調査を実施した第10次調査の南側に位置する。第10次調査では、近世の水田耕作により削平を受けているが、

標高約4.2ｍ～3.6ｍの間で整地層が確認され、この整地層の途中や整地層より下位には京都系土師器を一括廃棄

した遺構群が断続的に確認された。

今回の調査地は、現状の地表面が周辺よりも高くなっていることから（第10次一約4.7ｍに対し、第14次一約5.4

ｍ)、館の中心建物の一角を担う可能性が指摘されていた。しかしながら、試掘トレンチをあけたところ、一段高

くなっているのは近代の宅地造成によるものということが判明し、さらにその下層には第10次調査同様に水田層

が認められる。この水田層を除去した段階で各遺構群を検出している。遺構検出面は標高約4.4ｍであり、第６次

調査の検出面（盛土上面）5.1ｍ、第１２次調査の検出面（15世紀代の遺構検出面）4.7ｍに比べて低くなっており、

近世以降の水田耕作により削平されていると考えられる。第15次調査地点でもこの一連の水田層が確認されている。

第１４次調査において検出した遺構には、第１０次調査の続きと考えられる多量の土師器（京都系土師器・在地系

土師器）を含む大形の廃棄遺構が調査区東側で、南北方向へ断続的に確認できる。第10次調査の廃棄遺構群の検

出面が、4.0ｍ前後と第14次調査よりも低くなっており、北側に若干落ちていく状況がみられる。さらに、第１０

次調査で確認された砂質の明瞭な整地層（標高4.2ｍ）は、今回の調査地では確認できず、もともと一段高かっ

た可能性が考えられる。

この他の遺構としては、方形の長土坑群や大形廃棄遺構群に平行する南北方向の掘立柱建物跡が確認できる。

掘立柱建物跡は柱間およそ1.9ｍで、さらに南北に延びる可能性がある。内面にロクロ目を明瞭に残す在地の土

師器が多量に廃棄されている土坑に切られており、それ以前の時期が考えられる。大形廃棄遺構群よりは、時期

的には古く位置付けられるが、同じ方向に延びており、大形廃棄遺構群はこうした区画が踏襲されたものと考え

られる。

大友氏館跡第１４．１５次調査の詳細については来年度報告予定である。（中西武尚）

中世大友府内町跡第38次調査

調査地点は「府内復原想定図」により推定されている東側２本の南北道路（通称「一之大路」と「二之大路｣）

のほぼ中央、推定御所小路町の北側に位置する。

調査は共同住宅の建設に伴い事前の埋蔵文化財確認調査（試掘調査）が平成16年１月８日に実施された。その

結果、現地表面から約0.7ｍ下において土坑、ピット等の遺構群が確認された。出土遺物には１６世紀代に比定さ

れる京都系土師器が出土するなど周囲に当該期の遺構が展開していることが考えられた。

この結果を受けて地権者との協議をおこなったところ、工法変更により地下の遺構に影響を与えることのない

盛土保存でおこなう方針が決定された。しかしながら、調査地は中世大友城下町跡の全体像を解明する上でも重

要な地点であることから、地権者の同意を得、協力のもと、遺跡の状況把握を第一義の目的として確認調査を実

施している。

確認されている遺構には、１６世紀代に比定される南北方向の溝状遺構とこれに平行する柱穴列、溝状遺構の両

側に展開する井戸跡や土坑群などがある。溝状遺構の上面からは京都系土師器と在地系土師器が一括して出土し

ており、この中には、明らかに祭紀的行為と考えられる合わせ口にした土師器群も確認できる。

南側に設定した調査区においては、中世大友府内町跡第９次調査で確認されている東西道路状遺構（推定御所

小路跡）の続きと考えられる硬化面を確認しており、推定どおり御所小路に比定される東西道路の追認ができた

ことは大きな成果といえる。

中世大友府内町跡第38次調査の詳細については来年度報告予定である。（中西武尚）

－２５－



中世大友府内町跡第３２次調査

１．調査に至る経過

大分市は平成７年度からの大分駅周辺総合整備事業にともない、駅の高架事業などと共に道路網の整備が急ピッ

チで進んでいる状況にある。その道路網の整備に関して、県道関係は古国府周辺の国道10号線拡幅改良工事、庄

ノ原佐野線道路改良工事、市道は庄ノ原佐野線と国道10号線を南北の道路で結ぶ六坊新中島線の改良工事が顕徳

町周辺で行われており、公有化に伴った民家の移転などが実施されている。

六坊新中島線周辺は、中世大友府内町跡の重要遺跡内にあたる。その中で、家屋の移転が契機となり、平成１５

年４月23日付で大分市教育委員会に57条の２の届出があった。立会い調査を経て、民家建設の工事基礎がその遺

構面を破壊する工法であるため、大分市教育委員会では、協議を重ねた結果、工法変更は無理であることから国

庫補助事業において平成１５年６月９日より本調査を行い、平成15年７月31日に本調査を終了した。またさらに、

その設定した調査区の東側に道路拡幅予定地が隣接しており、引き続き道路予定地の部分まで調査を実施した。

２．調査体制

調査主体大分市教育委員会調査指導大分県教育委員会／大友指導者会

調査担当五十川雄雲也

発掘調査従事者

安部康子・市野瀬勝正・小畑忠義・加藤美枝子・佐藤和美・佐藤恭子・進美枝子・高橋抄子

那賀貴子・中野聖子・原健治・森岡晃司

３．調査の概要

中世大友府内町跡第３２次調査区は、「府内古図」を引用すると、大友氏館跡の西側にあたり、その南北に延び

る道路（通称「四之大路｣）の周辺に位置する。またこの周辺部における発掘調査の成果は、中世大友府内町跡

第10次調査区（県教委）でキリシタン墓と推定される土壌墓が１７基検出されている。このため、設定した調査区

付近はダイウス堂の推定地と関係が示唆された。また中世大友府内町跡第５次調査では、調査区東壁に道路状遺

構を確認している。当調査区でも南北道路が検出できることが予想された。

４．基本層序（第１図）

第３２次調査区の基本層序は、現地表面から約0.9ｍで黄褐色砂質土の自然堆積土が遺構検出面（標高3.5～3.7ｍ）

となる。遺構検出面の上層は、直上に近世以後の造成土をはじめ、大きく４層に分層できた。遺構検出面は間層

を挟まずに近世の造成により破壊されているため、大きく削平を受けている可能性が高い。

５．調査の内容

第３２次調査区は、大友氏館跡の西側に位置する。府内古図を参照すると大友氏館跡の西側にあたる南北道路

(通称「四之大路｣）の中町周辺に該当し、また周辺で県教育委員会が行った第１o次調査なども参考にすると顕徳

寺・ダイウス堂の周辺にあたることも想定された。

調査面積は167㎡である。また今回の報告事項である調査区と隣接する道路改良工事に伴う調査区は少なから

ず関連があるため、隣接区（約70㎡）も説明に加えておく。

検出した遺構は溝、柱穴、土坑、井戸跡、部分的に見られる整地層などが主体である。調査区東側には、井戸

跡や掘立柱建物跡を形成する柱穴群などが展開し、町屋及び屋敷地に伴うものと推定される。また調査区中央付

近から西側にかけては、溝や柱穴列など空間を区画するような遺柵が多く検出できた。調査区の遺構全体での出

土遺物量は少なく、遺構の帰属時期を決しがたいものが多い。以下それぞれの遺構ごと空間ごとに説明をしていく。

(1)井戸跡（SE）

ＳＥ150.151（第６図）は、調査区の中央からやや東側に位置する。SE150はSE151の北部分を切り、SEl51は

SE107を切る関係にある。またSE150.151ともにSD090.123やSＫＯ88.096.097.098などに切られる。
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第19図’'1世大友府内町跡第３２次調査遺構配置図（1/１００）

SE150は井筒部と異込め部が確認できた。検出1ｍでの井筒跡の径は約1.1ｍで桁Ｉｌｌ状をｉｆする。裏込め部を含

めると全体の井戸跡の形状は北西方向に長軸をもつ;楕円形で、長軸4.8ｍ、短軸3.1ｍを計る。井筒部は士膳観察

より、意図的に埋め戻されている状況が確認できた。検出面より約1.8ｍ下が井筒部の鮫下而である。井筒部の

底面には拳大の喋が集中していたが、湧水の賊とI噴出する砂の雄が多く、際の実測をすることは不可能であった。
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暗茶褐色

SE150井筒内出土逆物（1～5）

１
２
３
４
５
６
７

１３灰褐色土粘質臼灰色貼土ブロックを含む
１４昭柵批掘色粘質臼灰色粘土ブロックを含む

第20図ＳＥ150.151実測Ｉｘｌ（1/60）及び州土遺物実測lXl（1/3）
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また、検出面より1.2ｍ～1.8ｍの間で井戸枠として桶を利用していることが確認でき、最低２段の桶を組み合わ

せていることがわかった。裏込め部は、大きく３つに分層できた。埋土は粘土質でしまりは強い。現在の湧水点

は標高2.5ｍのところであった。出土遺物（第２図１～10）は、１～５は井筒内の出土、６～10は裏込め部から

の出土である。１は中国龍泉窯系青磁椀である。口縁端部がやや外反する。２は中国白磁皿である。３～５は在

地系土師質土器で、底部糸切りである。３は胴部が底部からやや外に開いて、まっすぐ延びる。４は底部から胴

部にかけてやや内傾して外に開き、胴部が立ち上がる。５は底面がやや上げ底気味である。６は中国龍泉窯系青

磁椀片である。外面はやや不明瞭な鏑蓮弁文を施す。７～９は在地系土師質土器で、底部は糸切りである。７は

胴部がやや外に開きながら立ち上がる。９は底面がやや上げ底気味である。１０は瓦質すり鉢である。内面の胴部

と底部の屈曲箇所に短い摺目が確認できる。

SE151は井筒部と裏込め部で構成される。その大半をSE150に切られるため、残存状況は良くない。井戸筒部

はSE150の裏込め部の掘り方の最下面で検出ができた。井戸枠に利用されていたと思われる桶の一部が極めて残

存状態の悪い状況で見つかった。井筒部の最下部は標高約1.2ｍのところでSE150と同様に拳大の操が集中して

いる地点があり、最下部と考えた。ただ湧水と砂の量が多く、操の実測は不可能であった。裏込め部は大きく２

層に分層できた。埋土はしまりが強く、粘土質である。出土遺物（第２図11～13）は、１１は中国龍泉窯系青磁の

盤で、口縁部を屈曲させる。１２は在地系土師質土器で、底部は糸切りである。底面はやや上げ底気味で、胴部は

外に開きながら延びる。１３は備前焼すり鉢である。内面に摺目を施す。

ＳＥ107（第１．３図）は、調査区東側で検出し、SE151に切られる状況である。遺構の半分以上は調査区外で

あったため、平面プランは不明である。井筒部と裏込め部から構成され、長軸は4.6ｍ＋αを計る。井筒部は平面

プランで南北軸2.2ｍ、東西軸1.4ｍ＋αを計る。その埋土は分層できたが、それぞれ類似する層であり、ブロッ

ク土も多く混入することから、意図的に埋没（廃棄）したものと考えられる。また下部で、井戸枠として、４枚

の石を方形に組んだ状態を検出した。石は凝灰岩で端部にほぞを掘るなどの加工痕が認められた。ただ湧水と砂

の噴出量が極めて多く、凝灰岩の底面をきれいに検出することは困難であった。底面からは桶の一部と思われる

小破片が少量散乱していた。さらに方形に組んだ凝灰岩の上部、検出した井筒の中層くらいに拳大～人頭大より

やや小振りの喋を特に北西付近で意図的に配置するような状況があった。埋没土の中からも多くの膜が出土した

ことから、方形に組んだ凝灰岩の上部には井筒の壁面に石を配置していた可能性が考えられ、井戸廃棄時にその

多くが壊されたと考えられる。裏込め部は３～４層を確認した。粘土質の土を主体としている。出土遺物（第３

図ｌ～１０）は、１～７は井筒部内出土で、８～10は裏込め部出土である。１～４は在地系土師質土器である。底

部は糸切りである。１．２の底部径は小さく、胴部は外反しながらまっすぐのびる。３の胴部はほぼ底部から直

角気味に立ち上がる。５は中国景徳鎮産の皿である。６は瓦質火鉢で、口縁外面に２条の突帯とその間にスタン

プを施す。７は備前焼すり鉢である。８は中国龍泉窯系青磁椀片で、外面は薄く鏑のある蓮弁文を施す。９．１０

は備前焼すり鉢の口縁部である。

(2)土坑（SK）

SＫ1０５．１５６（第４図）

ＳＫ105.156は調査区東壁際で検出し、SK105はSKl56及びSElO7を切る。SK156はSElO7に切られる。

SK105は南北軸2.2ｍ、東西軸1.8ｍ＋α、最大深0.25ｍを計る。拳大状の磯が少量出土した。

出十遺物（第４図１～４）は、１は京都系土師器である。２．３は在地系土師質土器である。２．３ともに底部

糸切りである。３は胴部内面にロクロ痕跡の凌を明確に残す。４は瀬戸産の瓶子である。外面に録紬がかかり、

内面は無紬で、粘土積み上げ痕跡が残る。また外面底部には２～３ｍほどの丸く無袖の個所があり、焼成時の重

ね焼きの痕跡であろう。１の遺物は他の出土遺物と時期差が大きくありそうで、混入している可能性がありうる

ことに留意しておく。
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SK156は、平面プランは不定形で、東側が調査区外にかかり、すべてを検出できなかった。南北軸の雌大幅は

1.3ｍで、東西軸2.3ｍ＋αである。最大深0.5ｍである。埋土は２層に分屑でき、類似する層である。

出土遺物（第４図５～10）は、５～７は在地系土師質土器で、５は底部はやや上げ底気味で、内而の底部と胴

部の屈'111部がややナデが強くのこり、内底中心部が隆起している状〃１１‘である。７はフラットな底面からほぼ直線

的に外に開き、器高は底径に対して長くなるものである。８．９は''1111龍泉窯系青磁椀である。８は底部で外底

に墨書が確認できたが、文字の識別は不明である。１０は瓦質香炉である。

次に調査区中央付近から西側にかけて空間ごとに辿峨の説明を行う。溝、柱穴、土坑、整地層を中心に説明を

行う。

(1)調査区中央部の状況（第１．４図）

調査区中央部付近では、SDO90、ＳＫＯ88,096,097,098、柱穴列５．６を確認した。柱穴列５の西側には遺構の少

ない状況（空閑地）がある。

SDO90は南北方向に延びる溝で、北端から6.0ｍのところでやや西側に屈曲する。規模は最大幅1.9ｍ、最大深

0.2ｍである。切り合い関係はSKll6に切られ、､住穴列６、ＳＥ150,151を切る。出土遺物（第５図１～５）は１．

２は京都系土師器で、１は口縁端部外而に強いナデを残す。内面にはナデアゲ痕が確認できる。３．４は中国龍

職，Ｉｒｌ

第21図SElO7実測図（1/60）及び出土辿物実測図（1/3）

２１黒灰色粘閲
２２２１鰯に頚似

／

ﾗパー z，孝一
ＩＯＣ、



層

SK105出土遺物(1～4】

-二三ｸｉ－

Ｌｌﾆごﾙ

霧

－３１－

<SＫ105.156平面図及び断面図＞

暗灰褐色土(近世の造成

伽

ＳＥ１０７ロ
－
０
病
〆
』
【
■
』
○
列
『
戸
崎
】

泉窯系青磁である。３は青磁皿で、口縁部が外側に屈曲する。４は青磁椀である。５は備前焼すり鉢の口縁部で、

内而に交叉摺'1を残す。SDO90完掘後、SD123を検出した。SD123は約2.0ｍ東に位置するSD108と平行関係にな

土唐図｜ｉ’
１｜
卜／

aa／／／

型、

z〆
７

i;Ｉ

SＫ１０５SＫ１０５

、
SK156出士遺物(5～10）

ｊ
ｊ
ｌ
詣
・
〃
″
γ
″

ノ
ー
ノ

ノ
’

ノ
ト
ノ
ノ

山
』ノ

〆X／

ﾛ0I

、三上プ

、〆

グ

SＫ１５６

、

一誤弓一

０

Ｉｐ

９

９Ｒ

１０．丁

第22図ＳＫ１０５・’56実測図（l/60）及び'|Ｉ上遺物実測図（1/3）

、

６

Ｆ１
■自

OI
p

、<二三
画
●



、 六 ｃ ｍ

ｍ ｐ ｏ ｇ 圧 Ｈ 降 雪 （ － １ ｍ ）

雛 側 反 塞

（ 遡 剛 同 丑 冷 童 同 判 回 国 閣 員 雪 副 図 ）

壷

｡

亜 ヨ

ー

鼻 ・ Ｃ Ｃ Ｃ 言

の ロ 一 ｍ 記

〆
Ｉ

4,
00
0,
1

-
2、

２
餌

～
‐

拙 圏 図 謎 鰯 両 日 脂 動 局 Ｓ 淵 三 四 （ 員 ｇ ） 淳 具 匪 什 睦 言 淵 塞 一 一 四 （ ］ 茜 ）

一 ｍ 郡

r再
】

五 ＝

、 六 ○ の 『

、
－
－
－
へ

／
些 盃 陰 畢 ⑭

便 Ｆ １

ｌ 唾 蝉 １

唖 云 ］ 一 ひ

畠

【●
、

堕 盃 亀 配 涜

の 六 一 一 ｍ

、 “ 。

0
か

f
の



りそうで、埋土は類似する。出土遺物は京都系土師器の破片が出土した。

ＳKO88.096.097.098は、関連のありそうな土坑群で、軸は南北軸からやや東にふる。ＳＥ150,151を切る。SK

O88は平面プランはやや南北に長い長方形を呈し、規模は長軸1.4ｍ、短軸0.9ｍ、最大深0.2ｍである。埋土はし

まり強く、ブロック土を含む。SKO96は平面プランがやや不定形な南北に長い長方形を呈する。規模は長軸１．４５

ｍ、短軸0.6ｍ、最大深0.1ｍである。SKO97は平面プランは不定形な南北を長軸とするプランで、長軸は1.45ｍ、

短軸は0.6ｍである。ただし、短軸は、この土坑の西側を柱穴及び土坑によって切られる。SKO98はそのほとん

どが調査区外なため詳細はわからない。

出土遺物（第６図１～4）は、１は中国龍泉窯系の青磁椀片で、外面は剣先蓮弁文を施す。２は京都系土師器

で、底部が少し上げ底になる。３は瀬戸焼で、内底にスタンプ文を施す。紬色は緑色である。４は中国龍泉窯系

の青磁椀で、口縁端部を外反させる。

(2)調査区西側の状況（第１．３図）

調査区西側は柱穴列2.3.4、SDO55,040及び南東部に柱穴群が展開する。SDO55とSDO40の間は約1.2ｍほどの

空閑地となり、SDO40の東から柱穴列５まで遺構が少ない状況（空閑地）となる。

柱穴列２．３は、柱穴列２は、南北方向に軸をもち、SDO40を切る。また柱穴列３は東西方向に延びる。柱穴列

２．３はその埋土色が類似する状況から関連があるものと思われる。出土遺物は図示できない土器片のみである。

柱穴列４は柱穴の規模は小さい。南北方向に延び、南から2.4ｍのところまで確認できる。SKO41、SDO40と

の切り合い関係は不明である。出土遺物はない。

SDO40は南北方向にのび、南から3.0ｍ延びたところで、西にほぼ直角に屈曲する。幅は0.9ｍ～1.1ｍであり、

最大深は0.2ｍである。部分的に土坑に切られる。出土遺物（第７図１～５）は京都系土師器の破片である。５

は口縁端部外面に工具痕が残る。

SDO55は東西方向に延びる溝で、調査区内でその東端が確認できた。溝の規模は、最大幅1.0ｍで、最大深0.8

ｍである。断面観察から妓低１回の掘り返しが確認できた。出土遺物（第７図ｌ～４）は、１～３は京都系土師

器の皿で、４は中国製染付碗である。１．２は溝の最下而東端でほぼ正位置の状況で出土した。土層図の12層に

あたる◎１は完形である。口縁端部が外反する。外面にユビオサエが残る。１．２ともに底部の器壁は薄い。３・

４は上層からの出土である。３は口縁端部外面に強いナデを残す。４は口縁端部が外反し、外而に唐草文を施す。

中国景徳鎮窯産である。

(3)調査区北側（部分的な整地土）の状況（第１．２図）

調査区の北側に部分的な整地土（SXO61）を確認した（アミカケ部分)。SXO61の切り合い関係は、SDO55、S

KlO3とSKO94から切られる。またSXO61の西側にも別の整地土が展開（第８図１層）し、SXO61を切る状況で

ある。SXO61は土層観察から、５層に分屈できた。埋士色はほぼ類似し、しまりもかなり強い状況である。

出土遺物（第８図ｌ～１０）は、１～６は京都系土師器である。１は口径12.8cm、内面にナデアゲ痕が確認でき

る。２は口縁端部外面に強いナデを残す。３は口縁端部外而に少し強いナデを残す。４は口縁端部を外反させる。

６は口径10.4cm、高さ2.2＋acmで、他のものと比べてやや法鐘が小さい。７～10は備前焼の鉢、饗である。７．

８．９は鉢の口縁から胴部にかけて残存し、内面に摺目が確認できる。７は口径39.8cm、８は口径33.6cmである。

９は７．８とは口縁部の器形が相違する。１０は饗片である。胴部外面に線刻が確認でき、「参石人」と考えられる。

また整地土除去後、柱穴が検出できた。良好な遺物は出土していないが、東西方向に延びる柱穴列1を確認し

た。柱穴列５．６は、柱穴列５は南北方向に軸をもつものである。出土遺物は図示できない土器片が出土しただ

けである。柱穴列６は東西方向にのびる柱穴列で、柱穴の規模は柱穴列5に比べると大きいoSDO90とSD123に

切られる。出土遺物は、図示できない土器片が出土した。
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以上、第３２次調査区の主な遺構、遺物を述べた。まず各遺櫛と出土した遺物を考えてみる。井戸跡はSE150,

151,107を確認した。SE150からは白磁皿（森田分類D群）や龍泉窯系青磁椀（上田分類Ｂ・Ｄ類)、在地系土師

器などが出土した。SE151はSEl50に切られ、SE107はSE151に切られる関係である。切り合い関係から井戸跡

の中で最も古いSE107からは染付碗（小野分類Ｂ群一ＸＶ)、備前焼鉢片（乗岡編年中世５期一ｂ）などが出土

した。それら出土遺物より３基の井戸跡は15世紀後葉～16世紀前葉の所産であることが考えられる。またSK156

はSE107に切られるため、この調査区の中では一番古い遺構である。SK156からは龍泉窯系青磁碗や在地系土師

第24図調査区西側付近の実測図（1/60）及び出土遺物実測図（1/3）
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器の出土とともに白色系土師器片などが共伴する。特に青磁椀は、外底に墨書が認められたものがある。

調査区中央付近から西側にかけて展開する遺構は、全体的に京都系土師器の出土する割合が調査区東側に比べ

ると顕著に高い。SXO61の整地層やSDO55･040.090.123などの溝を含めて多くの遺構から出土している。その他

の遺物では、SXO61より「参石入」の銘であろう備前焼喪の胴部片が出土し、乗岡編年の近世１期に該当しよう。

また備前焼の鉢もSDO90などを中心に交叉摺目のあるものが出土している。他には景徳鎮窯産の染付や龍泉窯系

青磁（上田分類Ｂ－４類）なども出土した。調査区中央付近から西側にかけては、このような遺物を出土し、埋

土も類似するものが多いことから、１６世紀中葉～後葉･末葉主体の遺構群の展開と推定する。

以上から、出土遺物より遺構の帰属年代を大別すると大きく２時期に分けられることが考えられよう。Ｉ期は

15世紀後葉～16世紀前葉、Ⅱ期は１６世紀中葉～後葉･末葉である。時期別に府内町跡の様相を考えてみると、Ｉ

期は調査区の東側を中心に井戸跡や土坑、柱穴群が展開する。１期の段階が設定した調査区の土地利用開始時期

でもある。検出した遺構の性格から、町屋もしくは屋敷地などに該当するような生活跡であると考えられる。た

だＩ期の段階では、調査区の西側には遺構がほとんど展開しないことから、あまり人の手は及んでないものと推

定される。Ⅱ期になると、調査区の西側に土地の開発が及ぶようになり、またその遺構の性格もＩ期とは相違し、

区画性要素の高いものが多くなる。Ｉ期の町屋などに推定される空間はⅡ期の段階では継続していなく、Ｉ期の

様相とは相違する土地利用が、Ⅱ期の段階で行われたものと思われる。

前述したようにＩ期は、調査区東側で遺構密度が高く、調査区西側では希薄だったのに対して、Ⅱ期は調査区

西側に遺構の展開は広がり、逆にⅡ期の調査区東側の遺構密度はＩ期に比べると減少するようである。これはⅡ

期の段階で調査区西側の土地を新たに開発して、何らかの施設を築くとき、調査区東側で展開していたＩ期の町

屋もしくは屋敷地と思われる空間は機能していない状況ということになる。となると、調査区周辺の都市空間、

景観が変化するほどの何らかの規制が働いたものであったと思われる。

今後の課題を簡潔にまとめると、1点目に１期の井戸跡を3基検出したが、その内部構造の差に何か意味があ

るのか、ないのか◎２点目に、溝や柱穴列など区画性の高い遺構がある。中でもⅡ期のSKO88～098の土坑は規

則的に配置されているように見受けられ、これが土地の何らかの区画に伴うようなものなのか、または別の性格

をもつものなのか、３点目にⅡ期の区画の性格が高い遺構群が空閑地も含めて、どのような土地利用が行われた

のか。中世大友府内町跡第10次調査で確認されたキリシタン墓と推定される墓地との関係の有無、４点目に大友

氏館跡の西側、特に四之大路周辺の都市空間の様相である。現段階では四之大路の規模や正確な位置は不明であ

るため、今回の第３２次調査区の遺構が四之大路のすぐ道沿いに展開する遺構であるのか、もしくは少し離れた場

所に展開するものであるのかを突き止めることは、都市空間の構造を考えていくうえで重要である。

中世大友府内町跡のこれまでの調査の中で、今回のような16世紀代の区画性の高い遺構が多く検出できたのは

稀であり、中世大友府内町跡全体を考えていく上でも、３２次調査区の様相は特異な状況である。今後、南北道路

である四之大路の規模･位置の詳細な情報の確認は必須であり、さらに四之大路周辺に展開したと推定されるダ

イウス堂や府内病院、コレジオなどの施設に伴う土地利用がどのように展開していたかということまで含めて、

視野を広げて考えていくべきであろう。

－３６－
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1．調査区遠景（北より）

－３７－

一諏(鬼騨

…電鍵
h－ｂ

建議毒一
一
●
騨

捗 歩鐸匡＝為～≦
ｰ‐

－

3．ＳＥ105井戸桶出土状況（西より）

』

寺ｋ

で宇胃

○A
～

葱

ｊ

凹戸

●

⑱

Ｐ

。
世
守

夙
旨
』
凸
富
国
、
１
樋
星

慰
繍
溌
輔
闇
呼
庫
，

日
剣
．
生
面
身

』〃

可 Ｗｄ

Ｌ

可

一言残蓋昌葛畠亀刀
蓉鍵
＝一一鰻

《
一
一

，
一 2．調査区全景（真.上）心

一

Ｆ
Ｐ

砺

溌』－蕊 ■

跳
四

ﾉー ﾛー ﾛミ
ムグ

》
ロ
“
至
垂
》
ｊ

‐
Ｊ
少

で
｛
壁
ヨ
ノ

ヮ

与毎I

イ

Ｆ■

１ 登一



4．ＳＥ107井戸枠（凝灰岩）
出土状況（西より）
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6．調査区西側付近の状況（南より）
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5．調査区北側付近の状況（東より）
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7．調在区中央付近の状況（北より）
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8．SDO55土屑断而（東より）



2６明衝茶褐粘質±

2７暗灰茶粘質土(耕作土の可

２．脳位など

調査区は大分川の左岸の自然堤防上に位置する。遺跡が形成される以前については、地表面から約1.4ｍ掘り

下げた地点で、河川堆積物と思われる砂層が確認されたことから旧河道だったと考えられる。その砂層上面には

淡灰茶シルト質土

能性あり】

胴、｜Ⅲ黄茶褐土層、

暗茶褐士瞬（占→

新の順）の３層の

遺構而が堆積する。

各肘は整地層のよ

うに人為的に積ま

れたものではなく、

自然堆砿によって

形成されたものと

思われる。

L､Ｈ＝４３汀

２８～３１道ｲﾙ埋土の可能性あり

４，茶灰土(SDO10埋土）３２淡灰茶シルト質±

2４

面山山桧柵

工
士
士
鑓

2２暗茶士(２１層と同居か？）

辿柵埋土(茶褐±より下位Ｉ２３～圏５

3３

３４

中世大友府内町跡第33次調盗

１．調在に至る経緯

今回の調査は、大友氏関連遺跡確認調査の一環として実施したものである。

調査地は、「戦国時代府内復原想定図」中には該､I1する町名は無く、ｒ1.世府内町の南端部分にあたると考えら

れる。

淡灰臼シルト質土
白茶シルト質土

2.暗茶灰土(１６c代遺物含む）５‘黄灰シルト質土
3.灰茶士

４３１．暗茶福士
質

３．検出辿構

杭列跡

３３SAO1５（第30図）

調査区の中央やや西側で検出される。》住間は６間で、各;住間の距離は、約1.1ｍから約2.2ｍと一定していない。

柱穴径は約0.3ｍを測り、．|J1･fl観察より柱径は約0.1ｍと考えられる｡柱穴.l鼻而には灰色砂屑が堆祇しており、調

査区壁面で確認される耕作|猫と類似する。耕地化するのが、出土辿物より近世の段階と考えられるため、SAC

15は、本調査区が耕地化する直前のものと推測される。

土坑

３３SKO20（SXO１９）・０２１（第30図）

洲醐又の中央南側で検出される。南北約３～４ｍ、東西約4.5ｍ、深さは約0.2～0.6ｍを測り、平I､不定形な隅

丸長方形を呈す。遺構番号をそれぞれ分けているが、019,021は同一辿椛、２０は前者の土坑が掘り込まれる以前

の遺構である。019は、021の上位に堆積する砂隔である。SKO21は、砂隅（SXO19）を間に挟んで、上層、下屑

に焼土隅が確認される。砂瞬がどのようにして堆砿したかは定かではないが県教委の調査で、同じような砂層の

堆械を示す遺構が見つかっている。その調査所兇から、砂層は上位にある水、耕作に伴うもの、もしくは小規模

な水の氾慌によって形成されたものではないかと考えられている。本調査区も以前は水凪として利ｊＷされていた

ことから、同様な例になる､j能‘性も含まれる。椛築時期に近い段階に堆枝した茶灰土屑より、建築材に使用され

た炭化材や壁土などが出土していることから火災処理土坑ではないかと考えられる。ただ、砂を利用した目的に

ついては不明な点が多く今後の類例の増加を期待したい。

第27図調査区士層図（S=l/80）及び土層模式図
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第28図調査区位置図
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Ｉ 〃’

一⑦③、①

Ｗｉ１,

､
①Ｎ９○、

７７１Ｔ

灰掲砂(焼土，炭化物多く含む灰色ブロック若干含む）

灰色土(しまりややあり､粘性ややあり）

焼土､炭化物屈

暗灰褐砂(淡灰シルト質ブロック炭化何微園含む）

焼土周(しまりやや弱く､粘性あり焼土･炭化物多塑含む）

暗灰茶土(焼土･炭化材多く含む）

暗茶褐±(しまりやや弱く粘性ややあり､焼土･炭化物少遍】

－ヘゴー禿立「

＊侭ＫＯ風OＥＯ２Ｉ

６，

溝状遺構

３３SＤＯ１０（第31図）

調査I又北ll1llで検出した。区内を東西方向に縦断する溝状遺椛で、幅は約４ｍ、深さ約1.4ｍを測る。断面形状

は播鉢状を呈し、南側壁面はやや急な傾斜で立ち上り、北側壁面についてはゆるやかな形状を示す。土層観察を

行ったところ、自然堆積を繰り返しながら、大きく４～５回の掘り返しが行われていることが分かる。溝底面は

砂利層が堆横し、水が僅かに湧いてくる状況であった。土層からは水流痕跡は窺えず、水分を含む湿った土壌が

確認されたことから、低湿状態だったのではないかと考えられる。このことを踏まえると、SDO10は流水を目的

としたものではなく、土地区削り等を目的としたものと思われる｡ゴミ軸方位はＮ－１０２．－Ｅである。

遺物は主に土層断面にみられるところの、溝上位にある掘り返し上層から出土している。当初、Ｉｌｒ代に属する

遺物が多く出土していたが、溝中位に堆積する灰茶土層巾より151M紀代に比定される在地系土師器の郷11縁部が

出土していることから、15111紀の段階には埋没が開始していたと考えられる。

３３ＳＡＯ1５

２
３
４
５
６
７

第30図３３SAO15平面図・土屑似|、３３SＫＯ２０．０２１平面I叉l・断面図・士届図（S=1/80）

、 2ｍ

先述したが、出土遺物I.'｣には、壁土が多くみられ、中には竹を組んだ痕跡を残すものもあり、戦国期の建築様

相を考える好資料となり得よう。ＳKO２０．０２１の時期については、出土遺物より１６世紀末段階に比定される。
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'性格不明遺構

33SXO1８（第29図）

調査区の西側で確認された土坑であるが、一部掘り下げたのみであることから性格は不明である。埋土は上位

から灰色土、灰茶ブロック土に分けられる。出土遺物には香炉、掛け花入れなど茶道具に該当するものがみられ

る。
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第31図３３SDO10平面図・土層図（S=1/40）
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３３SXO2３（第29図）

調査区南側、中央付近で検出した。長径約2.5ｍ、短径約1.7ｍを測り、平面不整形な円形を呈していることか

ら複数の遺構が重なっていると思われる。規模の大きさから井戸の可能性が考えられるが、遺構の掘り下げを行っ

ていないため具体的性格については言及できない。一部試掘トレンチによって分断されており、その壁面から燭

台が出土している。

４．出土遺物

３３SKO20・SXO１９．０２１出土週物（第３２．３４．３５図）

SXOl9（第34図）はSKO21の埋土の一部である。遺物には、京都系土師器皿（１）、在地系土師器杯（２）、青

花碗（湾州窯系？３）、中国産白磁碗Ｅ－２類（４）、中国産焼締陶器鉢（５）、備前焼蜜（６，７）、壷破片（８）

がある。

SKO20からは、京都系土師器皿（第34図１，第35図ｌ）、青花碗Ｂ群、Ｅ群（第34図２，第35図２)、中国産青

磁香炉（第34図３）、備前焼蜜・壷（第34図４～７，第35図３）がある。青磁香炉は胎土が白灰色を呈し、その

中に黒色微粒子を多く含む。粕調は淡い緑青色を帯びている。底部の中央付近は袖剥ぎが行われている。備前焼

に関してはやや古い様相、間壁編年のⅣ期後半～Ｖ期に位置付けられる蜜口縁部がある。壷の破片には（第34図

６）外面に波状文が施される。第32図１～４は壁土である。すべての壁土は被熱により土器状を呈している。１，

２には割竹材による木舞組の痕跡が認められる◎材である竹の太さは径約２cmを測る。胎土中には植物繊維が含

まれており、ひび割れ防止のために混和材として使用されたと考えられる。３には、建造物（家屋？）の内外面

部分と思われる平坦面がある。厚さは約4.5cmを測り、この壁が使用されていた建物壁面の厚さが推測される。

壁表面は比較的丁寧なナデ調整が施されている。中心部には基礎部材と思われるｌ辺約1.8cmの方形を成す炭化

プランが確認できる。また、１～４には上塗り等は行われておらず、すべて荒塗り（荒壁）である。

SKO21（第35図）には、京都系土師器皿（１～13)、青花碗Ｅ群（14)、備前焼播鉢（15）がある。京都系土師

器は、器厚が厚く、外面のナデが強いものがみられる。備前焼播鉢は内面の橘り目の状況から乗岡編年の中世Ｖ

期に該当すると考えられる。

33SKO20

型 馴色

幻鯨ﾛ鯉
噂-に画一圃

包
第32図３３SKO２０．０２１出土土製品（S=l/4）
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３３SDO10出土遺物（第36図）

古代に帰属する遺物が多く認められたが、これらが出土する層の下位より中世後期の遺物が出土したため当該

期に比定される。なお、古代の資料に関しては、掘り返し層から見つかっていることから考えると調査区の周辺、

もしくは中世の造成以前に古代の遺構が拡がっていた可能性を示唆するものである。

出土遺物には、平瓦（１）、丸瓦（２）、在地系土師器の杯口縁部（灰茶土ｌ）、瓦器皿口縁部（暗灰茶土１)、

底部（暗灰茶土２，３）などがある。丸瓦には凸面に一部丹塗りの痕跡があり、また凹面には布目痕跡が認めら

れる。在地系土師器の杯は、器表面が磨耗しているものの内面にロクロ痕跡が確認されることから１５世紀後半代

に比定されると考えられる。

３３SXO１８出土遺物（第37図）

出土遺物には、京都系土師器皿、朝鮮産青磁香炉（灰茶ブロック土３）、備前焼掛け花入れ（灰色土３、灰茶

ブロック土６)、黒軸陶器壷（灰茶ブロック土４，５)、産地不明の焼締陶器破片（灰茶ブロック土７）がある。

朝鮮産青磁香炉は被熱により本来の袖調を失っている。胎土は灰白色を呈し細かい黒色微粒子を含んでいる。一

部欠損しているが四脚になるものと思われる。また、高台部に砂目が四ヶ所付着しており、１６世紀末～17世紀初

頭頃に比定されると考えられる。黒粕陶器は一部被熱により粕が剥がれている。胎土は淡灰色をしており、小石

や黒色粒子、白色微粒子を含んでいる。焼締陶器破片は褐色味を帯びた色調をしており、胎土は灰白色を呈し、

黒色粒子を多く含む。また、一部粕剥ぎが行われている。灰色土３のものは、直線的な器形を有し、端部は外側

に突出する。また、焼成以前に外方から穿孔が施される。灰茶ブロック土６は緩やかに外反しながら直線的に伸

びる。口縁部付近には穿孔の痕跡がみられるが、内面まで達していない。

３３SXO23,024出土遺物（第37図）

SXO23は燭台である。上面は欠損しているｏＳＸＯ２４は京都系土師器皿である。器厚は厚く、口縁部は外反する。

内面には「の」の字ナデが施される。

０ 5cｍ

茶褐土出土遺物（第33図、第38図）

在地系土師器小杯、杯（１，２）、京都系土師器皿（３～

５）、中国産白磁（６，７）、産地不明白磁（８）、中国産青

磁（９～13)、産地不明の青磁碗（１４)、備前焼短頚壷（１５)、

産地不明焼締陶器饗（16)、などがある。６は大宰府分類の

椀Ⅳ類、７は口縁端部の袖が掻き取られていることから大宰

府分類の椀Ⅸ類に比定される。８は黄白色の陶器質の胎土を

有し、全体的な紬調も黄色味がかった乳白色を呈している。

国産（瀬戸産？）の可能性も考えられる。９は大型品になる
－ －

と思われ、鉢または大椀になると考えられる。内外面に目跡

がみられ、胎土は粗く、やや燈白色を呈す。底部付近は袖が 第33図茶褐土出土石製品（S=2/3）

掻き取られている。底部は平高台になる。越州窯系青磁Ⅱ類の可能性があるが、胎土がやや異なるため明確では

ない。１０は小杯または鉢で、端部が外反する。胎土は白灰色を呈し、軸調は淡黄緑色をしているが、器表面が熱

を受けていることから本来の色調は失っている。口縁部内面に一部文様が施されている。１１は青磁の輪花皿であ

る。袖調は白緑色を呈す。１２は龍泉窯系青磁の盤の高台部である。１２は青磁椀である。１３は龍泉窯系青磁椀Ｉ類

の底部である。１４は口縁端部を短く外反するが、全体的には直線的な器形をしており、器壁も薄い。胎土は暗灰

－４６－



色で、白色微粒子を少量含んでいる。紬調は緑灰色を呈し、器表面に貫入が多くみられる。産地は不明である。

15は備前焼の短頚壷である。外面に沈線が確認できる。１６は産地不明の焼締陶器の弧口縁部である。端部上面は

跳ね上げ気味に立ち上がる。胎土は淡灰黄色を呈しており、還元化が不十分な状態である。第33図は火打ち石で

ある。長さ4.45cm、幅4.8cm、厚さ1.5cm、重量は31.89を測る。風化が激しく、弥生時代以前に剥離され、上半が

折れた剥片を２次利用していると考えられる。縁辺の細かい剥離面と表面の稜上及び周縁が潰れている箇所につ

いては、内面の新鮮な黒色部分が露出しており、火打ちの使用痕と推察される。

褐色土・灰褐土・表土出土遺物（第39図）

褐色土からは備前焼の壷（２）、唐津系の皿底部（１）、灰褐土からは肥前系陶磁器の猪口、表土からは薄手の

京都系土師器皿（１）、中国産白磁椀Ⅷ類の底部（２）、中国産焼締陶器の播鉢（３）が出土している。この播鉢

は、口縁端部が玉縁状を呈し、胎土は明灰色をしている。非常に薄手である。

５．小結

今回の調査は、遺構の配置状況の確認を主たる目的としたため、遺構の掘り下げについては殆ど行っていない。

しかし、府内町の南限部分で、調査区を縦断する程の大規模な溝状遺構（SDO10）が見つかったこと、戦国期の

遺構が当該地まで広がっていたことが確認できたのは大きな成果といえよう。

３３次調査区は、「府内復原想定図」によると、該当する町名は見当たらず、南東端部に位置する。遺構全体の

様子をみると、県教委の町屋部分調査で確認されるような遺構の状況は看取できない。柱穴などの遺構について

も、それほど重なり合いはなく、遺構密度は低いようである。よって、当時の様子は比較的閑散としていたと考

えられる。

このような中で、SXO18からは備前焼掛け花入れ、朝鮮産青磁香炉など茶道具に関係する品々が出土してより、

共にみつかっている京都系土師器の年代観から１６世紀末頃に比定される。SXOl8の南側には火災処理土坑SKO20.

021がある。この遺構からは、SXO18のものと同時期と思われる京都系土師器が出土している。その遺物中には

注目すべきものとして、被熱した壁土が10点前後含まれていた。この壁土は残りが良く、土壁構築時の基礎とさ

れる木舞組の跡が認められる。使用されていた材は、その痕跡から竹（割竹）であると考えられる。また、一部

壁面の内外になる面を有す資料があり、それから推測するには、建物壁は約4.6cmであることが分かる。周辺に

は、ＳKO２０．０２１の埋土と同様な焼土を含む柱穴が検出されている。柱痕跡も明瞭に残しており、柱径は約10ｃｍ

前後と推定され、やや小規模な建物を構成していたと思われる。壁土は比較的耐久力があり、防火にも優れてい

る。中世前半期には壁土を防火対策として採用した例もあることから、１６世紀末段階にはある程度広まっていた

ことは容易に想像できる。さて、先に茶道具が出土している遺構について触れたが、時期や遺構間の位置関係、

周囲の柱穴群の配置などを踏まえると、ＳKO２０．０２１からみつかった壁土は、これら茶道具を収納する建物（倉？）

に使われていた可能性は十分考えられる。壁土や焼土塊などは、遺物の中では軽視されがちである。しかし、当

時の建築様式や部材などを伝える好資料であり、建物を復元する際に重要な役割を果すものである。様々な要因

が整えば遺跡の性格を検討できるものになるといえよう。

３３SDOlOは、掘り下げた地点が極一部であるため、時期については、１５世紀後半には埋没しはじめていたとい

う段階に留めて置きたい。過去の大友府内町跡の調査結果によると、７．８次調査で15世紀代の大型の溝が検出

されている。１５世紀、特に後半頃になると全国的に戦乱の世となり、そのことは大友氏に関しても例外ではなく、

そのため、これら大規模な溝状遺構は惣構え的な機能を有していたのではないだろうか。「府内古図」は、戦国

末期の状況を色濃く伝えるが、それ以前については不明な部分が多い。今後、１５世紀代の遺跡の検討を行ない、

16世紀後半の城下町に到る過程について考えていく必要があろう。

－４７－
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ｓ番号言 遺栂番号 種別 屈位 切り合い 時期 地区番

１ 33SDOO1 溝状遺 職 灰 造一 凸一 10→１ Ｅ1０

２ 溜まり 犬 茶 喝三 争一 10→２ Ｅ1１

３ 33SDOO3 溝状遺 鷲 暗 茶#計土→灰褐土 10→３ 近 什～ Ｅｌｌ

４ 33SDOO4 溝状遺 鷲 灰 喝三二→褐色土 10→４ 近 廿～ Ｅｌｌ

５ 小穴 灰 玉一一一 壱一 Ｃ８

６ 33SDOO6 溝 犬遺構？ 茶 喝二 ↓一 C８

７ 33SDOO7 溝 犬遺柵？ 茶 昌二 一一 Ｅ８

８ 33SDOO8 茄i状遺構 Ｃ５

９ 小穴 暗灰茶土 図中欠落 Ｃ２

1０ 33SDOlO 満状辿櫛 灰茶粘質土十砂喋層→茶色ブロック土
→茶褐土→灰茶粘質土→茶色ブロック土
→暗灰茶土→淡灰茶土→茶褐土→淡茶灰土
→茶灰土→暗茶灰土→暗灰茶土→淡茶土
→茶色土→茶色土→暗茶土→茶褐土→
暗茶土→暗茶褐土→茶褐土→暗茶褐土
→灰色土→褐色士

10→１．２．３．４，５

６．８

１５世紀～ Ｃ３

１１ ノ､穴 Ｅ６

1２ 33SXO1２ 皇坑 茶灰二 己
二 16→1２ Ｈ５

1３ ノ､穴 灰褐三 Ｇ５

1４ 土坑？ 灰色二 今
一 Ｆ４

1５ 33SAO1５ 柵列状遺構 ａ茶灰土
ｂ茶灰土→灰茶褐土
ｃ暗茶灰土→茶灰土
．暗茶灰土→茶灰土
ｅ茶灰土→灰色土
ｆ茶褐土→灰色土
ｇ灰茶土
ｈ茶褐土→灰茶褐土

15→８ Ｅ７

1６ 土坑？ 灰伍,十 16→1２ Ｈ５

１７ 33SDOl7 満状遺櫛 22→１７ Ｇ３

1８ 33SXO1８ 土坑？ 灰茶ブロック士→灰色土 Ｆ５

1９ 33SXO1９ 砂堆積届 灰色砂 Ｓ－２１と同一 １６ Ⅱ妃ラ
芽
」 Ｇ６

2０ 33SKO20 焼土坑 焼土・炭イ 盆物届→灰伝q十 20→2１ 1６ 廿
一 妃フ

苦
」 Ｇ６

2１ 33SKO21 士 充 暗灰茶褐三 全→灰1五砂→焼十・炭化物厨 20→2１ 1６ 什妃ラ
二
己
』 Ｇ６

2２ 33SKO22 土
ＦＬ●

ﾉ1４ 灰褐土→！ 〔茶土→茶灰土 22→1７ Ｇ３

2３ 33SXO2３ 井戸？ 灰茶ブロック土→暗灰茶土→灰茶土→
暗灰褐土→灰褐土→暗灰褐土→明茶褐土
→茶灰-t→茶色十２→灰色十

Ｆ６

2４ 33SXO2４ 小穴 焼土 F５

2５ 欠番
2６ 小穴 Ｅ６



表２中世大友府内町跡第33次調査出土遺物一覧表１

ｓ－２茶褐土

杯（イト）破片

Ｓ－３灰褐土
京都系土師器 皿（薄手）
在地系土師器 小皿ａ（イト）

坪（白色系、薄手）杯（ロクロ強）
国産陶器 播鉢（備前焼？）
須恵器 喪破片
土師器 破片

石製品 チャートＣ

その他 玉砂利（白）

Ｓ－４褐色士
在地系土師器 杯底部、小皿口縁部、杯×皿（イト）
国産陶器 施紬陶器破片（産地不明）
土師器 杯c、杯a、山陰系二重口縁壷、到口
その他 玉砂利（黒、白）

Ｓ－４灰褐土

在地系土師器 杯（イト)、鉢×鍋、
破片（白色系含む）

Ｓ－５灰色土

Ｓ－６茶褐土

在地系土師器 坪
中国産陶器 破片①（磁竃窯系）
瓦器 塊（楠葉Ⅱ-1）

須恵器 変破片、鉢？
土師器 蓋ｃ

その他 焼土塊、玉砂利（白）

Ｓ－７褐灰土（＝茶褐土）
京都系二畠師器 皿（厚手、ナデ強）
在地系二二師器 坪、火鉢？
白磁（中国産） 杯①、碗①（最徳鎮産)、皿破片①

破片①
伽前焼 壷？瓶、破片
瓦質土器 播鉢
須恵質土器 饗×壷

須恵器 喪×壷
土師器 蓋c、坪ｃ

瓦 平瓦破片
土製品 土錘

金属製品 鉄釘？

その他 玉砂利（白）

Ｓ－ｌＯ

在地系土師器 小皿？
瓦 平瓦破片②、丸瓦破片②

Ｓ－ｌＯ暗茶褐土（＝茶褐土）
在地系土師器 小皿、杯×鉢
瓦質土器 破片

須恵器 蓋c、坪？、弧×壷

土師器 坪a、企救型郵、鉢

黒色土器Ａ類 碗高台部
石製品 円形石製品（結晶片岩）

Ｓ－１０灰茶土
在地系土師器 坪口縁部、杯底部、小皿口縁部

皿×坪

瓦質土器 鉢？

須恵器 喪×壷
土師器 坪底部（ヘラ切り)、小型丸底壷口縁
土製品 土錘

金属製品 鉱津

Ｓ－１０暗灰茶土（＝暗灰褐土）
在地系土師器 杯口縁部（機色)、坪（薄手白色）

小皿（イト)、皿（精製土）

－５４－

在地系土師器 杯×皿

中国産白磁 破片①

瓦器 坑口縁部、破片

瓦質土器 火鉢？
須恵質土器 饗×壷

須恵器 廓c、喪×壷
土師器 坪a，杯ｃ
黒色土器Ａ類 腕
瓦 平瓦？
土製品 土錘

金属製品 棒状鉄製品、銅銭

Ｓ-10茶色土

在地系土師器 小皿口縁部、杯×皿

土師器 杯.？、鉢脚部？

石製品 黒曜石Ｃ（姫島産）

Ｓ－１１暗灰土

Ｓ－１２

Ｓ－ｌ３灰褐土

S-l4灰色土

在地系土師器 破片

土師器 坪×皿（都城系）
その他 玉砂利（黒色）

Ｓ－１６

Ｓ－ｌ８灰色土

京都系土師器 坪？、皿（厚手）
在地系土師器 破片、火鉢？

青花 碗Ｄ群？①

備前焼 花瓶、破片
その他 壁土、玉砂利（黒色）

Ｓ－１８灰茶ブロック土

京都系土師器 Ⅲ（厚手）

中国産陶器 黒紬陶器蜜×壷②、焼締陶器壷？①
朝鮮陶磁器 菩耐漉忌‘厩ｒｚ屡吉Ｈ？、ｒ、

備前焼 掛け花入れ

Ｓ－１９暗灰褐砂（＝灰色砂、灰褐砂）
京都系土師器 皿（やや厚手）

在地系土師器 坪破片
青花 碗（涼州窯系）①、碗Ｅ群破片①

破片①
白磁（中国産） 碗×皿（森田Ｅ群？）①

中国産陶器 鉢口縁部①

朝鮮陶磁器 瓶？②
備前焼 小壷、壷×喪

金属製品 鉄釘？
その他 壁土

S-20暗灰茶土（＝焼層・焼土・黒灰土）
京都系土師器 肌（厚手、ナデ弱）
青花 碗Ｅ×Ｄ群②
青磁（中国産） 香炉①

朝鮮陶磁器 瓶？①

備前焼 翌口縁部？、壷

弧×壷

瓦 平瓦？
金属製品 鉄釘、棒状鉄製品

石製品 砥石（砂岩）

楕円形石製品（泥岩？）
その他 壁土



表３中世大友府内町跡第33次調杏出十遺物一覧表２

Ｓ-21焼土層（＝暗灰茶土・焼土ブロック・茶灰土）

|京都系土師器
’

在地系土師器
青花
青磁（中国産）

,備前焼

その他

皿（厚手、ナデ強・弱)、小皿
皿（薄手、ナデ弱）
杯破片、坪×皿
碗Ｃ群②、高台部破片①
龍泉窯系青磁椀Ⅲ類破片①
喪×壷破片、

瓶？、播鉢口縁部
壁土、玉砂利（黒）

Ｓ－２２灰茶土（＝暗灰茶土）

｢淫亜索王而烹
'須恵器

金属製品

Ｓ－２３

杯×皿
破片
匙状銅製品

在地系土師器｜破片、燭台

Ｓ－２４

京都系土師器｜皿（厚手、ナデ強）

暗灰褐土
京都系土師器

土師器

茶褐土

京都系土師器

|在地系土師器』?f：

青花

'中国陶器

青磁（中国産）

白磁（中国産）

朝鮮陶磁器
国産陶器

備前焼

瓦器

瓦質土器

緑紬陶器
須恵質土器
須恵器

土師器

,弥生十器

表土

京都系土師器
在地系土師器
|青花
|中国陶器

青磁（中国産）

白磁（中国産）
国産陶器

備前焼

須恵器
土師器

瓦

土製品
石製品

その他

皿（薄手）

破片

皿（厚手、薄手）
坪（厚手、薄手)、小皿、土鍋、
火鉢

碗Ｅ群①
破片（磁竃窯系)、不明陶器破片
黒紬陶器壷×喪①

椀高台部①、龍泉窯系椀Ｉ類②、
龍泉窯系小杯Ⅳ類①、輪花皿①、
大皿①（龍泉窯系？）
越州窯系青磁椀Ⅱ類①？、破片④
椀Ⅳ類①、椀Ｖ類①、椀Ⅸ類①
椀破片③、小坪（端反り）①
破片②、青磁碗①？
肥前系陶器破片、肥前系染付破片
陶胎染付破片、菊皿、
京焼風陶器破片
饗×壷破片、小壷破片、壷口縁
瓶？

皿？

播鉢、鉢口縁部、鍋
破片

鉢？
喪破片、壷破片、蓋Ⅲ×Ⅳ
杯（都城系？)、坪｡、杯c、腕c？、
企救型翌、饗（タタキ饗？）
喪破片

皿（厚手、薄手）
杯、小皿

椀Ｃ群①、破片①
鉢①、褐袖陶器①

龍泉窯系青磁椀Ｂ類？①
龍泉窯系青磁椀Ⅱ類①
椀Ⅸ類①、器種不明①
饗（産地不明)、唐津系鉢？
肥前系染付碗・IIIl、印判手破片、
京焼風陶器破片、肥前系白磁碗、
焼締陶器（産地不明）

饗×壷、捕鉢、鉢

坪c、喪破片
杯a、？c、甑破片

平瓦②
土錘

チャートＣ・ＣＯＲＥ

壁土

－１銅鐘（開元通宝）|金属製品金属製品｜銅銭（開元迩 _－’

－５５－

石製品

灰褐士

在地系土師器

国産陶器

備前焼
緑紬陶器
瓦質土器
須恵質土器
金属製品

褐色土
京都系土師器
在地系土師器

白磁（中国産）
国産陶器

備前焼
須恵器

土師器

弥生十器
瓦

石製品
その他

灰色土

砥石？（泥岩、砂岩)、
壁土、玉砂利（黒色）
火打石

~安Ⅲi署~F~ﾐマ

杯、杯（白色系)、
小 皿’

肥前系小坪

饗、小壷
破片

破片

播鉢、これ鉢、翌破片
不明銅製品

坪、小皿
椀Ｖ類②

唐津系Ⅲl、青磁染付破片、筒型碗、

肥前系染付碗、端反り碗
壷破片

破片

翌底

丸瓦①

黒曜石Ｆ（姫島産）

壁土、加工陶磁器破片



表４中世大友府内町跡第33次調査出土遺物観察表１

－５６－

遺構番号 R番号図版番号 種類 器種 口径 器高 底径 底部処理

Ｓ－７褐灰土 001 土製品 土錘 長さ2.2＋ａ 幅0.9

Ｓ－１０ 001 瓦 平瓦

Ｓ－ｌＯ 002 瓦 丸瓦 長さ7.9＋ａ 幅8.2＋ａ

Ｓ－１０暗茶灰土 001 土師器(在地系） 坪 ？
● ０．９＋ａ (6.8） ヘラ切り後ナデ

Ｓ－１０暗茶灰土 ００２ 土師器(在地系） 杯 ？
● 1.2＋ａ 7.6 糸切り後ナデ

Ｓ－１０暗茶灰土 003 瓦器×瓦質土器 Ⅲ ？
● 1.3＋ａ ？

●

Ｓ－１０灰茶土 ００１ 土製品 土錘 長さ3.9＋ａ 幅1.0

Ｓ－１０灰茶土 002 土師器(在地系） 坪 ？
● 2.3＋ａ ？

■

Ｓ－ｌ２ 001 土製品 土錘 長さ3.8＋ａ 幅1.3

Ｓ－１８灰色土 0０１ 京都系土師器 杯口縁部片 ？
号 3.2-＋ａ ？

●

Ｓ－１８灰色土 002 京都系土師器
Ⅲl×杯
ロ縁部片

？
● 1.7＋ａ ？

●

Ｓ－１８灰色土

Ｆ５茶褐土

003

焼締

備前 掛花入れ (9.0） 7.5＋ａ ？
●

Ｓ－１８灰茶ブロック土 001 焼締備前 掛花入れ ？
● 7.6＋ａ ？

●

Ｓ－１８灰茶ブロック土 ００２ 黒紬陶器 壷×饗×鉢 ？
● 5.4＋ａ 2.0＋ａ ナデ？

Ｓ－１８灰茶ブロック土 003 焼締備前 鉢×壷 ？
由 6.1＋ａ ？

●

Ｓ－ｌ８灰茶ブロック土 004 京都系土師器 皿 ？
● 1.9＋ａ ？

●

Ｓ－１８灰茶ブロック土 005 背磁(朝鮮？） ４足脚付高台 ？
● 2.0＋ａ 4.1

Ｓ－１８灰茶ブロック土 ００６ 黒袖陶器 壷×劃 ？
● 3.7＋ａ ？

● ケズリ？

Ｓ－１８灰茶ブロック土 007 京都系土師器 Ⅲ ？
● 1.9＋ａ ？

｡ ナデ

Ｓ－ｌ９暗茶褐砂
Ｓ－２０焼土塊

００１ 焼締備前 喪底部片 ？
● 3.9＋ａ ？

● 糸切り

Ｓ－ｌ９暗灰褐砂 ００２ 土師器(在地系） 坪 ？
● 1.7＋ａ ？

●

Ｓ－１９暗灰褐砂 003 京都系土師器 Ⅲ ？
● 2.2＋ａ ？

●

Ｓ－ｌ９暗灰褐砂 004
焼締陶器
(中国産）

鉢 ？
● 3.5＋ａ ？

●

Ｓ－１９暗灰褐砂 005
染付
(涼州窯系）

碗口縁部 ？
● 2.5＋ａ ？

●

Ｓ－１９暗灰褐砂 006 焼締備前 饗底部片 ？
● 2.5＋ａ 6.7＋ａ

Ｓ－１９暗灰褐砂
Ｓ－２１茶灰土

007 焼締備前 饗口縁部 ？
● 11.4＋ａ ？

●

Ｓ－１９暗灰褐砂 008 白磁（Ｅ－２） 椀×llIl ？
色 2.1＋ａ ？

■

Ｓ－ｌ９茶褐土 001 焼締陶器 備前焼壷 ？
● 3.3＋ａ ？

●

Ｓ－２０黒灰土 001
染付
(餓徳鎮窯）

碗Ｂ群 (12.8） 5.3＋α・ ？
●

Ｓ－２０黒灰土 ００２ 土製品 壁土 長さ10.9＋ａ 厚さ4.2＋ａ ？
●

Ｓ－２０焼土 001 焼締備前 饗底部 ？
● 4.1＋ａ ？

● 糸切り

Ｓ－２０焼土 002 焼締備前 饗口縁部 ？
● 7.0＋ａ ？

●

Ｓ－２０焼土 003 京都系土師器 －－１１，１ノ 8.9 1.7 3.8 ナデ



表５中世大友府内町跡第33次調沓出十遺物観察表２

遺構番号 Ｒ番号図版番号 種類 器種

Ｓ－２０焼土 004 第34図 青磁(龍泉窯系） 脚付香炉

Ｓ－２０焼土 005 第35図 焼締備前 壷

Ｓ－２０焼土 006 第34図 焼締備前 壷

Ｓ－２０焼土 007 第32図 土製品 壁土

Ｓ－２０焼土 ００８ 第32図 土製品 壁土

Ｓ－２０焼土塊 001 第35図 京都系土師器 坪

Ｓ－２０焼土塊 002 第35図
青花
(景徳鎖

碗Ｅ群

Ｓ－２０茶灰土 001 第32図 土製品 壁土

Ｓ－２１茶灰土 001 第35図 京都系土師器 皿

Ｓ－２１茶灰土 ００２ 第35図 京都系土師器 皿

Ｓ－２１茶灰 003 第35図 土師器(在地系） 皿口縁部片

Ｓ－２１茶灰土 004 第35図 京都系土師器 皿口縁部片

Ｓ－２１茶灰土 ００５ 第35図
土師器
(京都系？）

坪片

Ｓ－２１茶灰土 ００６ 第35図 焼締備前 播鉢

Ｓ－２１茶灰土 ００７ 第35図 京都系土師器 皿口縁部片

Ｓ－２１茶灰土 008 第35図 京都系土師器 皿口縁部片

Ｓ－２１茶灰士 009 第35図 京都系土師器 皿口縁部片

Ｓ－２１茶灰土 OlO 第35図 土師器(在地系） 坪口縁部片

Ｓ－２１茶灰土 011 第35図 京都系土師器 llll

Ｓ－２１茶灰土 ０１２ 第35図 京都系？土師器 皿底部片

Ｓ－２１茶灰土 013 第35図 土師器(在地系） 坪部片

Ｓ－２１茶灰土 014 第35図 京都系土師器 皿？

Ｓ－２１茶灰土 015 第35図 青花 碗E群口縁部

Ｓ－２３ ００１ 第37図 土師器 燭台

Ｓ－２４焼土 001 第37図 京都系土師器 皿

ＤｌＯ茶褐士 001 第38図 土師器(在地系） 杯

Ｄ１０茶褐土 ００２ 第38図 焼締陶器 喪口縁部

ＤＥｌｌ茶褐土 003 第38図 白磁 碗？胴部

ＤＥ１１茶褐土 004 第38図 国産？青磁 碗

ＤＥｌｌ茶褐土 005 第38図 青磁 椀

ＤＥ１１茶褐土 006 第38図 青磁 椀？

Ｇ２トレ茶褐土 ００７ 第38図 青磁 皿

Ｇ２トレ茶褐土 008 第38図 京都系土師器 皿口縁部

Ｇ２トレ茶褐土 009 第38図 土師器(在地系） 小皿

Ｇ５茶褐土 010 第38図 京都系土師器 皿

－５７－

口径

？
｡

？
●

？
●

長さ7.1＋ａ

長さ4.2＋ａ

？
●

？
●

長さ6.2＋ａ

(11.8）

？
Ｐ

？
●

？
●

？
●

(30.8）

？
●

(12.4）

？
●

？
●

(13.8）

？
●

？
●

？
｡

？
●

？
●

(15.4）

？
●

？
●

？
●

？
●

(17.2）

？
ゆ

？
●

？
●

(8.8）

？
●

器高

2.4＋ａ

3.9＋ａ

7.0＋ａ

厚さ1.75

厚さ4.55

2.2＋ａ

1.9＋ａ

厚さ3.5

2.8＋ａ

2.1＋ａ

1.1＋ａ

1.7＋ａ

1.0＋ａ

8.3＋ａ

1.8＋ａ

1.3＋ａ

2.0＋ａ

1.5＋ａ

１．９＋ａ

1.0＋ａ

1.1＋ａ

1.1＋ａ

3.0＋ａ

6.9＋ａ

2.6

2.4＋ａ

4.5＋ａ

3.6＋ａ

１．８＋ａ

2.1＋ａ

3.3＋ａ

2.5＋ａ

2.2＋ａ

(1.5）

1.9＋ａ

底径

(8.6）

？
●

(１０．８）

？
●

？
●

？
●

？
●

？
●

？
｡

？
●

？
●

？
●

？
●

？
｡

？
●

？
●

？
●

？
●

？
●

？
●

7.2

？
●

(8.0）

？
●

？
●

(6.3）

？
●

(11.4）

？
●

？
●

(4.8）

？
●

底部処理

ナデ

糸切り

ナデ

回転糸切り

回転へラケズリ

回転へラケズリ



表６ 中世大友府内町跡 ３

遺構番号 Ｒ番号 図阪番号 種類

１９茶褐土 ０１１ 第38図 白磁Ⅳ類

Ｄ９茶褐土 ０１２ 第38図 青磁

Ｅ１２茶褐土 013 第38図 白磁

Ｅ１２茶褐土 014 第38図 青磁(龍泉窯系）

Ｇ５茶褐土 015 第38図 京都系土師器

Ｇ５茶褐土 016 第38図 焼締備前

茶褐土 017 第33図 石製品

Ｇ４褐色土 001 第39図 焼締備前

Ｇ４褐色土 002 第39図 陶磁器(唐津）

Ｅ１２灰褐土 001 第39図 染付肥前陶磁

表土 001 第39図 焼締陶器

表土 002 第39図 白磁

表土 ００３ 第39図 京都系土師器

３

器種

椀

椀

坪×皿

杯×皿

皿

壷口縁部

火打石

壷

皿

小杯

鉢

椀高台部

皿口縁部

5８

口径

？
●

？
Ｇ

？
●

？
●

？
●

？
●

長さ4.45

？
■

？
●

？
●

？
●

？
●

(15.0）

器高

2.5＋ａ

2.0＋ａ

1.9＋ａ

2.9＋ａ

1.5＋ａ

3.5＋ａ

幅4.8

5.3＋ａ

1.6＋ａ

1.7＋ａ

2.1＋ａ

2.3＋ａ

2.3＋ａ

底径

？
ｐ

？
●

？
●

？
■

？
●

？
●

重量31.89

？
●

(6.6）

2.6

？
●

？
①

？
●

底部処理

ナデ

ケズリ
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写真１３３SDO10土層観察時（西より） 写真３３３SＫＯ２０．０２１土層観察時（南より）

識鯉露震壁読爵圃留雪憲露露､開漂鵬謹璽麺類国：

－５９－
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写真２３３SDO10全景（西より）

写真４３３SXO18香炉出土状況
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所在地
コード

北緯
市町村

大分県大分市横尾 44201

大分県大分市横尾 44201

大分県大分市横尾 44201

大分県大分市横尾 44201

大分県大分市里 44201

大分県大分市顕徳町 44201

大分県大分市顕徳町 44201

大分県大分市顕徳町 44201

大分県大分市顕徳町 44201

大分県大分市大字大分 44201

大分県大分市顕徳町 44201

離別 主な時代

集落 縄文時代・近世

巣落 縄文時代・中世

集落 古墳・古代・中世

集落 縄文時代

官衝 飛鳥時代

居館跡 中世・近世

居館跡 中世・近世

居館跡 中世・近世

集落 中世

巣落 中世・近世

集落 中世

過跡番号

33.34'１６
〃

33.34'１５
”

33.34’９
”

33.34’１５
”

33.37’１２
〃

33051 33.31’１７
〃

33051 33.41'１５
″

33051 33.31'１６
”

322052 33.31'８
〃

322052 33.31'２１
〃

322052 33.31'２１
〃

主な遺櫛

澗状過櫛・柱穴跡。

堆欄土層

貝塚・配石遺柵・地

床炉跡

古墳・方形周溝遺櫛

水場の遺構・土坑

大型堀立柱建物跡

澗状遺構

掘込地業

･廃棄土坑.

大形廃棄遺櫛・掘立

柱建物跡

澗状辿柵・柱穴跡

瀧状過櫛・柱穴跡．

土坑

溝状過柵・柱穴跡．

火災処理土坑

瀧状適柵・柱穴列

－６０－

東経 調査機関
調査

面積㎡

131.14'３０
〃

20020911～20030331 206

131.14’２９
〃

20020911～20030331 228

１３１．１４'３３
”

20030212～20030331 2,856

131.14’３１
”

20030516～20040331 125

131.16'３４
〃

20030729～20031031 654.1

131.16’２３
〃

20031117～20040331 486

131.16'２３
”

20041215～ 150

131.16'２３
〃

20040217～ 7０

131.16'１８
〃

20030609～20030731 167

131.15′４８
”

20030609～20030726 820

131.16'２１
”

20040212～20040329 210

主な適物

綱文土器・姫島産黒曜石製石核・風字硯・陶磁

器

縄文土器・姫島産黒曜石製大形石核

須恵器坪蓋・都城系土師器坪

京都系土師器・在地系土師器・白色系土師器

土師器坪・皿

土師器坪・皿

貿易陶磁器・国内産陶磁器・京都系土師器・不

明青銅品

青花・京都系土師器・朝鮮産青磁香炉・火打石

土師器坪・皿

調査原因

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

確認調査

特記事項
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